
 1 / 20 

 

日本語学習者のための母語別 50 音表 

豊川市国際交流協会 日本語教室ボランティア 中村 弘 

はじめに 

本資料は、これから日本語を学ぼうとする外国人のために作成した日本語 50 音表であ

る。 

日本語の文字の読み方を学習する際、まず、「ひらがな」、次に「カタカナ」の読み方を

学習するが、その発音の手助けとしてローマ字が用いられる。 

しかしながら、アルファベットの発音は世界共通というわけではなく、それぞれの国毎

に発音の仕方が異なる。 

例えば、ひらがなの「は」は、ローマ字では「ha」と表記する。しかし、スペイン語や

ポルトガル語では語頭の「ｈ」を発音しないため、ペルー人やブラジル人は、「ha」と表

記されていると「あ」と発音してしまう可能性がある。 

日本語における「は」の発音を、ペルー人に正しく発音（日本語の発音に近い発音）し

てもらうためには、「ja」と表記、またブラジル人にとっては「ra」と表記されていること

が望ましく、それぞれの母語の表記法に沿った日本語 50 音表があれば、初級の日本語学

習者にとって大きな手助けになると考える。 

 

そこで、当協会で日本語を学んでいる学習者の国別の人数を調査し、多い順からそれぞ

れの母語に合った 50 音表を検討することにした。 

  



 2 / 20 

 

 

目次 

 

１．「豊川市国際交流協会 日本語教室」に於ける学習者の国別割合・・・・3 

２．調査方法と出典 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 

３．ブラジル式ポルトガル語を母語とする人のための 50 音表・・・・・・6 

４．ベトナム語を母語とする人のための 50 音表・・・・・・・・・・・・8 

５．インドネシア語を母語とする人のための 50 音表・・・・・・・・・・10 

６．南米式スペイン語を母語とする人のための 50 音表・・・・・・・・・12 

７．英語を母語とする人のための 50 音表・・・・・・・・・・・・・・・14 

８．終わりに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15 

【付録１】ローマ字の歴史と種類・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16 

【付録２】国際音声記号・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 

【付録３】日本語の撥音「ん」の発音・・・・・・・・・・・・・・・・・20 

 

  



 3 / 20 

 

 

１.「豊川市国際交流協会 日本語教室」 に於ける学習者の国別割合 

（2024 年度） 

図１ 国別の割合（円グラフ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１と表１は、当協会日本語教室に於ける学習者の割合を国別に表したものである。 

ブラジル（ポルトガル語）とベトナム（ベトナム語）が約 30％ずつ、次いでインドネシア

（インドネシア語）が 10％と上位 3 か国を占めている。次いでフィリピン（タガログ語、

英語）、ペルー（スペイン語）、中国の順になっている。 

 

31%

28%

10%

7%

4%

4%

3% 13%

豊川市国際交流協会で日本語を学ぶ

外国人の国別割合

ブラジル

ベトナム

インドネシア

フィリピン

ペルー

中国

ネパール

その他

 

表１　豊川市国際交流協会で日本語を学ぶ外国人の割合（2024年度）

国 公用語,共通語 人数 比率

1 ブラジル ポルトガル語 81 31.0

2 ベトナム ベトナム語 72 27.6

3 インドネシア インドネシア語 26 10.0

4 フィリピン タガログ語（フィリピノ語（注１））、英語 19 7.3

5 ペルー スペイン語 11 4.2

6 中国 中国語 11 4.2

7 ネパール ネパール語、英語 7 2.7

8 その他 ー 34 13.0

261 100

注1）タガログ語をフィリピノ語とも言う
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今回は、ポルトガル語、ベトナム語、インドネシア語の上位 3 か国語、それに今回のき

っかけとなったスペイン語、そして英語も加え、５か国語に関して検討を行った。 

ポルトガル語、スペイン語は、ヨーロッパの本国とブラジル、南米とで、ベトナム語は

北部と中部、南部で発音に違いがあるので、その点も考慮に入れた。 

また、英語はヘボン式のローマ字で事足りると思われるかもしれないが、ヘボン式ロー

マ字は「子音は英語の表記に従っているものの母音はラテン語がベース」となっており、

必ずしも英語の表記にそっているわけではないので、英語に関しても作成が必要である。 

 作成する 50 音表は、「清音」と「濁音」に限って行った。 

 

２. 調査方法と出典 

各言語における出典と URL を表２に記載した。 

  

 

表2　出典一覧

言語 出典 URL

1

ポルトガル語 ・公益財団法人兵庫県国際交流協会　ポルトガル語の

日本語読み方表

・田所清克　岐部雅之「まずはこれだけポルトガル

（ブラジル）語」国際語学社、2002年6月. 13ｰ23

https://www.hyogo-

ip.or.jp/torikumi/tabunkakyose/kyozai/kyozaidl/

portuguesa/documents/zkc-3-v-1.pdf

2

ベトナム語 ・ばばちゃんのおっちゃんの日本語の先生への道

・ベトナム語を学ぼう～ベトナム語の発音③子音～

・【ベトナム語を勉強して日本語で教えたい】ベトナ

ム語の子音の種類

・石井良佳（よしか）「まずはこれだけベトナム語」

国際語学社、2006年2月. 16ｰ26

・

https://blog.goo.ne.jp/houren_naka1000/e/4fa02

e7440db44bf39dc4d1cbe5f4b3d

・https://tuonglaivietnam.com/?p=1399

・https://nihongo-tiengnhat.watashinoarukikata-

diary.com/entry/2023/02/14/145322

3
インドネシア語 二階堂 正尭(まさたか)「まずはこれだけインドネシア

語」国際語学社、2007年12月. 14ｰ21

4

南米式スペイン語 ・野田尚史、高橋美由紀（2020）

「スペイン語アルファベットによる日本語音声表記」

国立国語研究所論集19：139-166

・Google検索　「スペイン語　南米　違い　発音」　

AIによる概要

https://doi.org/10.15084/00002833

5

英語 野田尚史、中北美千子（2018）

「英語アルファベットによる日本語音声表」

国立国語研究所論集15：135-162

https://doi.org/10.15084/00001600

6 ローマ字の歴史と種類 ウィキペディア　ローマ字 https://ja.m.wikipedia.org/wiki/ローマ字

7

国際音声記号 ウィキペディア　国際音声記号 https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%

9A%9B%E9%9F%B3%E5%A3%B0%E8%A8%98%E5

%8F%B7

8 日本語の撥音「ん」の発音 日本語教師道　特殊音素①撥音 https://tak-japan.com/hatsuon/
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ポルトガル語は日本のローマ字の元祖であり、織田信長の時代にポルトガル人の宣教

師が日本語の文章を読むために用いたのがローマ字の始まりである。（詳細は【付録】ロ

ーマ字の歴史と種類を参照のこと。） 

ポルトガル語による日本語 50 音表そのものは見つけることができなかったが、兵庫県

国際交流協会のページに「ポルトガル語の日本語読み方表記」の表があったので、それ

を基に書籍「まずはこれだけポルトガル（ブラジル）語」で補い、５０音表を作成し

た。 

 

ベトナム語に関しては、ネット上で 50 音表を見つけることができたが、「清音」しか記

載がなかったので「濁音」は書籍「まずはこれだけベトナム語」で発音を調べまとめた。 

 

インドネシア語に関しても書籍「まずはこれだけインドネシア語」を用いて調べた。 

 

スペイン語に関しては、英語同様、国立国語研究所の論文を見つけることができた。た

だし、論文は、スペイン本国を対象として調査が行われているので、南米式スペイン語と

の違いを確認し修正を行った。 

 

英語に関しては、国立国語研究所の論文を見つけることができた。清音、濁音の５０音

表に加え、半濁音、拗音、外来語音などの各音、そして調査方法なども詳細に記載されて

おり、信頼性は高いのでそのまま転記した。 

 

そして、南米式スペイン語とブラジル式ポルトガル語は、当協会の職員に、ベトナム

語、インドネシア語に関しては、日本語教室の学習者の協力を得て、最終的に確認を行っ

た。 

 

付録の「ローマ字」、「国際音声記号」に関しては、ネット上のウィキペディアに、

「ん」の発音に関しては、同じくネット上の「日本語教師道」に詳しく書かれていたの

で、そこから抜粋した。 
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３. ブラジル式ポルトガル語を母語とする人のための 50 音表 

我が国のローマ字の歴史は、織田信長の時代のポルトガル人宣教師が日本語をポルトガ

ル語式の発音に沿って書き表したことから始まる。したがってローマ字は本来ポルトガル

語を母国語とする人にとっては分かりやすいはずである。しかしながら、ポルトガル語、

ローマ字の歴史的変遷、そしてポルトガル本国とブラジル式ポルトガル語の違いなどか

ら、いくつかの点で見直す必要がある。 

最終的に当協会の日系ブラジル人職員に確認を行った。 

 

表３ ブラジル式ポルトガル語を母語とする人のための 50 音表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意点を以下に示す。 

(1)清音 

①「か行」 

ポルトガル語では通常「c」を用いる（「k」は外来語にしか使わない）。ただし、ポルトガ

ル語の「c」は、次の母音によって読み方が変わる。「a」「o」「u」が続く場合はか行音に

なるが「i」「e」の前ではさ行音の「s」と同じ音を表す。そのため、「き」は「qui」、

「け」は「que」とする。 

②「さ行」 

「s」で表記する。 

前述のように「ci」と「ce」も「さ行」の発音となるため、「ci」「ce」も併記した。また、

「ç」は「セディリャ（Cedilha）」と呼ばれる区分符号の一種で、「さ行」の発音となる。

ただし、「i」「e」の前では「セディリャ」はつかないので「さ」「す」「そ」のみに併記し

た。 

 

 

表3-1 清音

あ い う え お

a I u ye uo

か き く け こ

ca qui cu que co

さ し す せ そ

sa,ça si,ci su,çu se,ce so,ço

た ち つ て と

ta chi tsu te to

な に ぬ ね の

na ni nu ne no

は ひ ふ へ ほ

ra ri ru re ro

ま み む め も

ma mi mu me mo

や ゆ よ

ya yu yo

ら り る れ ろ

la li lu le lo

わ を

wa wo

ん

n,m

 

表3-2 濁音

が ぎ ぐ げ ご

ga gui gu gue go

ざ じ ず ぜ ぞ

za ji zu ze zo

だ ぢ づ で ど

da ji zu de do

ば び ぶ べ ぼ

ba bi bu be bo

ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ

pa pi pu pe po
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③「は行」 

ブラジル式ポルトガル語では語頭の「ｒ」が日本語のものと近い音になる。 

ポルトガル語では語頭の「ｈ」は発音しない。但し、「は」という音を聞いて書きとる

場合には、「ha」等と表記する場合もある。 

④「や行」 

「y」を用いた。「i」を用い「ia」と表記すると、「いあ」と発音する可能性がある。 

④ 「ら行」 

「l」を用いる。 

前述のようにブラジル式ポルトガルでは「r」は「は行」の発音となる。 

 

(2)濁音 

①「ざ行」 

「z」を用いる。 

ただし、「じ」のみ「j」を用い「ji」とする。 

ブラジル式ポルトガル語の場合、「z」の発音は、「ざ」「ずぃ」「ず」「ゼ」「ぞ」と発音。 

また「j」の発音は、「じゃ」「ジ」「じゅ」「じぇ」「じょ」と発音する。 

よって「じ」のみ「j」を用い「ji」と表記する。 
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４．ベトナム語を母語とする人のための 50 音表 

長い間ベトナムは中国の支配下にあったので漢字、そしてその後チュー・ノムと呼ばれ

る漢字に基づいた独自の文字が用いられた。現在の文字「チュー・クオックグー」（ロー

マ字と補助記号）が用いられるようになったのは、ベトナム民主共和国（1945 年）になっ

てからである。 

ネットで調べた結果、「ばばちゃんのおっちゃんの日本語の先生への道」に、ベトナム

で発行されている「日越英会話集」に載っている 50 音表と「ベトナム在住の日本語教師

KEN さんの案」の二つが提示されており、「か行」と「さ行」で違いがあったのでこれを

併記した。 

ただし、これには、濁音の 50 音表は載っていなかったので、ベトナム語に関するサイ

ト等を参照しながら作成し、当協会で日本語を学んでいるベトナム語を母語とする学習者

の協力を得て、確認を行った。 

また、ハノイを中心とする北部と中部、南部では発音に違いがあり、その点も考慮に入

れた。 

 

表４ ベトナム語を母語とする人のための 50 音表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意する点は以下の通りである。 

(1) 母音 

英語版同様、母音の後ろに「h」をつける。 

日本語学習者に確認したところ、「h」はつける必要がないとの意見であった。 

 

表4-1 清音

あ い う え お

aｈ ih u eh oh

か き く け こ

kah,ca kih ku,cu keh koh,co

さ し す せ そ

sah,xa shih,xi su,xu she,xe soh,xo

た ち つ て と

tah chih tsu the toh

な に ぬ ね の

nah nih nu neh noh

は ひ ふ へ ほ

hah hih hu heh hoh

ま み む め も

mah mih mu meh moh

や ゆ よ

yah yu yoh

ら り る れ ろ

lah lih lu leh loh

わ を

wah (w)oh

ん

n

 

表4-2 濁音

が ぎ ぐ げ ご

gah ghih gu gheh goh

ざ じ ず ぜ ぞ

 dah,giah  dih,giih  du,giu  deh,gieh  doh,gioh

だ ぢ づ で ど

đah  dih,giih  du,giu đeh đoh

ば び ぶ べ ぼ

bah bih bu beh boh
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また、「google 翻訳」で確認した結果では、「ｈ」があっても無くても発音に差は感じ

られなかったが、最終的に「ばばちゃんのおっちゃんの日本語の先生への道」の 50 音

表を優先し、「h」はつけることとした。 

 

(2)子音 

①「か行」 

「c」「k」「q」「kh」は、か行ベースの発音になるとの記載があったが、「日越英会話集」

では「k」を、「ベトナム在住の日本語教師 KEN さんの案」では「c」が用いられていたの

で、この二つのみを併記した。 

②「さ行」 

「日越英会話集」では「ｓ」を「ベトナム在住の日本語教師 KEN さんの案」では

「ｘ」が用いられているため「ｓ」と「ｘ」を併記した。 

③「た行」 

「日越英会話集」、「ベトナム在住の日本語教師 KEN さんの案」ともに「t」が用いられて

いるため「ｔ」そのまま記載した。 

ただし、「ベトナム語を学ぼう～ベトナム語の発音③子音～」に、次のような解説があ

る。「t」は無気音のタ行。「th」は有気音のた行。日本語の普通のた行は、このベトナム語

の 「t」と「 th」の間くらいとの記載があった。 

④「ら行」 

「l」を用いる。 

南部では「r」は舌を使ったら行となるが、北部では「r」はざ行となるため、「ｒ」は除

いた。 

 

(3)濁音 

①「が行」 

「g」母音「a, ă, â, o, ô, ơ, u, ư」 の前の場合に使用。 

「gh」母音 「i, ê, e」 の前の場合に使用。 

「ベトナム語を勉強して日本語で教えたい ベトナム語の子音の種類」 

②「ざ行」 

 北部と南部で発音が異なる。 

 「ｄ」「gi」は北部では「ざ行」だが、南部では「や行」。 

「r」は北部では「ざ行」だが、南部では巻き舌の「ら行」となる。 

 南部での「ざ行」の表記方法に関する記載を見つけることができなかったので、北部

の発音である「ｄ」と「gi」のみを記載した。 

また「z」は、ベトナム語では使用しない。 

③「だ行」 

  ローマ字にはない「 đ」を用いる 

５．インドネシア語を母語とする人のための 50 音表 
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インドネシアは、多くの島々からなり、多く(少なくとも 500 以上)の地方言語がある。

私がインドネシア人の知人から聞いた話では、「相手がどこの出身か確認し、同じ島（地

方）ならその島（地方）の言語、違っていれば共通語（公用語）であるインドネシア語で

会話する」とのことである。 

このインドネシア語は、マレー語を基にしており、1945 年の独立宣言後、正式に国家の

言語（公用語）として定められた。 

ネットで調べた結果では、「インドネシア語は日本語のローマ字表の発音に沿って、ほ

ぼ問題がない」等と書かれており、他の国の言語のような５０音表を見つけることができ

なかった。そこで、手持ちであった「まずはこれだけインドネシア語」という本で、各ア

ルファベットの発音を調査し、それを基としたが、最終的に、当協会で日本語を学んでい

るインドネシア人学習者に確認を行い、一部修正を行った。 

それを表５に示す。 

表 5 インドネシア語を母語とする人のための 50 音表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意する点は以下の５点である。 

(1)母音 

① 「う」 

「u」と「wu」が考えられるが、「u」は「o」に近い発音になるとあったので、最

終的に「wu」の方を採用した。 

② 「え」 

「é」と「e」がある。「é」は、はっきり「え」と発音するのに対し、 「e」はあ

いまいな「う」の発音になるとあったので、最終的に「é」の方を採用した。 

 

表5-1 清音

あ い う え お

a i wu   é o

か き く け こ

ka ki ku ke ko

さ し す せ そ

sa shi su se so

た ち つ て と

ta chi tsu te to

な に ぬ ね の

na ni nu ne no

は ひ ふ へ ほ

ha hi fu he ho

ま み む め も

ma mi mu me mo

や ゆ よ

ya yu yo

ら り る れ ろ

ra,la ri,li ru,lu re,le ro,lo

わ を

wa wo

ん

ng,n,ｍ

 

表5-2 濁音

が ぎ ぐ げ ご

ga gi gu ge go

ざ じ ず ぜ ぞ

za,ja zi,ji zu,ju ze,ze zo,jo

だ ぢ づ で ど

da zi,ji zu,ju de do

ば び ぶ べ ぼ

ba bi bu be bo

ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ

pa pi pu pe po
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(2)子音 

① 「か行」 

「c」は「ちゃ行」の発音になるので「c」は使わず「k」を用いた。 

② 「た行」 

「ti」は「てぃ」、「tu」は「とぅ」の発音になるのでそれぞれ「chi」、「tsu」を用い

た。 

③ 「ら行」 

「ｒ」は舌を巻く。「ｌ」は舌を上の歯の裏側につけて。舌を巻かない。日本語では上

記二つの区別がないので、「ｒ」と「ｌ」を併記した。 

④ 「だ行」 

「d」を用いると、「だ、でぃ、どぅ、で、ど」となるので、「ぢ」と「づ」は 

「ざ行」と同じ「z」と「ｊ」を用いた。 
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６. 南米式スペイン語を母語とする人のための 50 音表 

スペイン語アルファベットによる日本語音声表記に関しては、「英語アルファベットに

よる日本語音声表記」と同様、国立国語研究所にて詳細に検討した資料があるので、その

資料を基にした。ただし、スペイン本国と南米では発音に異なる点があるので、一部修正

を加えた。 

スペイン語は、ラテン語の一種であるので、母音はヘボン式そのままで良いが、子音に

関して変更を行う必要がある。 

最終的に、南米スペイン語に精通している当協会の職員に確認を行った。 

 

表６ 南米式スペイン語を母語とする人のための 50 音表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子音に関する変更点 

(1)清音 

① 「か行」 

国立国語研究所の論集では、スペイン語では通常「k」は用いず（外来語にしか用いな

い）「c」を用いているとある。しかし、南米では、「c」の発音は、日本語の「サ行」

に近い発音となるため「k」を用いた。 

② 「さ行」 

「ｓ」に加え「ｚ」も併記した。 

「ｚ」は、スペイン本国では英語の「th」のように発音するが、南米では日本語の

 

表6-1 清音

あ い う え お

a i u e o

か き く け こ

ka qui,ki ku que,ke ko

さ し す せ そ

sa,za si,zi su,zu se,ze so,zo

た ち つ て と

ta chi tsu te to

な に ぬ ね の

na ni nu ne no

は ひ ふ へ ほ

ja ji,gi ju je,ge jo

ま み む め も

ma mi mu me mo

や ゆ よ

ya yu yo

ら り る れ ろ

la li lu le lo

わ を

wa o

ん

n,m

 

表6-2 濁音

が ぎ ぐ げ ご

ga gui gu gue go

ざ じ ず ぜ ぞ

dza dzi dzu dze dzo

だ ぢ づ で ど

da dzi dzu de do

ば び ぶ べ ぼ

ba bi bu be bo

ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ

pa pi pu pe po
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「さ行」に近い音で発音するとあったので、これを併記した。 

③ 「は行」 

「ｈ」はスペイン本国、南米ともに発音しないため、「は」行は「ｊ」を用いる。ｊは

喉の奥を狭める摩擦音であるが、日本人には「は行」に近い音に聞こえる。 

「ｇi」は「ひ」、「ge」は「へ」と発音になるとあったので、これを併記した。 

④ 「や行」 

オリジナルの国立国語研究所の論集では、「i」が採用されていた。ただし、「『i』の表

記のほうが良いと判断した」と書かれているだけで、理由は示されていない。また、

読み上げ調査では「y」の方が多く見られたとあった。最終判断として、「y」の方を採

用した。 

⑤ 「ら行」 

国立国語研究所の論集（スペイン本国の発音）では「ｒ」で表記されていたが、特に

コメントは記されていなかった。最終確認の結果、特に南米では「ｌ」も日本語の

「ら行」に近いと記されており、「ｒ」は強い巻き舌となるケースもあるため、ここで

は「ｌ」の方を採用した。 

 

(2)濁音 

①「が行」 

「gi」は「ひ」、「ge」は「へ」と発音するため、「gui」「gue」とした。（国立国語研究所

論集による） 

② 「ざ行」 

「dz」を用いる。スペイン語では、日本語の「ざ」に類似の発音がないが、国立国語研

究所の検討結果で「dz」と表記するのが最も良いと判断された。 

「ｚ」は、「さ行」のところで示したように、南米式では濁らず「さ行」の発音となる

ため不適切。 
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７. 英語を母語とする人のための 50 音表 

 

英語アルファベットによる日本語音声表に関しては、国立国語研究所にて詳細に検討し

た資料があるので、その資料より転記を行った。 

へボン式は一般に英語の発音をベースとしていると言われているが、実際には英語の発

音に倣っているのは子音のみで母音はラテン語に倣っている。したがって、ヘボン式との

違いは、母音部分に関してみられる。主な点を、次に記載する。 

 

表７ 英語を母語とする人のための 50 音表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あ」「え」「お」は、各母音の後ろに「ｈ」をつける。「い」も同様に「i」ではなく

「ee」を、「う」も「u」ではなく「woo」を用いる。 

例えば、「あ」を「ａ」と表記した場合、「あ」とも発音できるが、「えい」と発音する

可能性もある。「ah」とすることにより、確実に「あ」という発音になる。 

他の母音も同様の理由により、このような表記にすることにより、他の発音を排除し、

日本語の「あ、い、う、え、お」に近い発音となる。 

国立国語研究所の資料には、「拗音」「長音」「撥音」や外来語なども詳しく載っている

ため、詳細はそちらを参照されたい。（引用元は出典一覧に記載） 

  

 

表７-1 清音

あ い う え お

aｈ ee woo eh oh

か き く け こ

kah kee koo keh koh

さ し す せ そ

sah she su seh soh

た ち つ て と

tah chee tsu teh toh

な に ぬ ね の

nah nee noo neh noh

は ひ ふ へ ほ

hah hee foo heh hoh

ま み む め も

mah mee moo meh moh

や ゆ よ

yah you yoh

ら り る れ ろ

ra ree roo reh roh

わ を

wa oh

ん

n(ｍ)

 

表７-２　濁音

が ぎ ぐ げ ご

gah ghee guh geh goh

ざ じ ず ぜ ぞ

zah jee zoo zeh zoh

だ ぢ づ で ど

dah jee zoo deh doh

ば び ぶ べ ぼ

bah bee boo beh boh
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８．終わりに 

私がこの資料をまとめようと思ったきっかけは、担当した日本語の学習者がペルー人で

あったことに起因する。私は、学習者が分からない単語があったときには、スマホの

「Google 翻訳」を使って調べてもらっている。学習者はスペイン語のスマホを使っていた

が、彼女のスマホをのぞき込むと、ローマ字で「za」と表示されるべきところが「dza」と

表示されていることに気がついた。そこで、何故そういう表記になるのか気になって調べ

てみると、スペイン語では「za」は「さ」という発音になること。スペイン語では日本語

の「ざ」に相当する発音はなく、「dza」と表記するのが日本語の「ざ」の発音に最も近く

なることなどがわかった。そして、実際、私が担当したペルー人の学習者は、ノートを取

る際、スペイン語式のアルファベット表記に従って日本語に読み仮名をふっていたのであ

る。 

 

 当初、インターネットを検索すると、様々な言語表記による「日本語 50 音表」が出て

きたため、簡単に考え、５か国語同時に 50 音表の作成を始めた。しかし、地域によって

発音が異なったり、また、50 音表の提示が全くない国があったりと、様々な問題に行き当

たったため、インターネット上の検索だけではなく、最後は書籍「まずはこれだけ～語」

シリーズに頼る結果となった。 

そして、最終的に、南米式スペイン語とブラジル式ポルトガル語は、当協会の職員に、

インドネシア語とベトナム語は日本語教室の学習者に協力を得て確認を行った。ご協力に

対し、この場を借りてお礼を申し上げる。但し、調査した資料と異なる意見もあり、最終

的にどちらを採用するかは私の判断で行ったので、責任は私に帰属することを申し上げて

おく。 

 

今後の取り組みとしては、今回作成提示した国の次に学習者が多い、中国語、ネパール

語の 50 音表を作成提示してみたい。 

ネパール語、中国語ともにアルファベットを用いない言語であり、次回の課題として挙

げることができる。 

また、ネパール語はなじみの薄い「デーヴァナーガリー文字」ではあるが、そのルーツ

は日本語の 50 音表と同じ梵字（サンスクリット語）に求めるものであり、興味を持って

取り組んでみたい。 
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【付録１】ローマ字の歴史と種類 

ローマ字の歴史は、織田信長の時代に始まる。ポルトガル人の宣教師が日本語をポルト

ガル語式の文字であらわしたのが始まりであり、天生９年（1581 年）のことである。 

その後、幕末になってアメリカ人のジェームス・カーティス・ヘボンが英語に準拠した

ローマ字を使用した。（1867 年）これがいわゆるヘボン式ローマ字の起源である。（子音は

英語に準拠しているが母音はラテン語に準拠） 

1885 年（明治 18 年）になって日本人として田中館 愛橘（たなかだて あいきつ）な

る人物が日本式ローマ字を考案した。 

その後、1937 年（昭和 12 年）、日本式ローマ字に若干の修正を加えて訓令式ローマ字を

制定し、ヘボン式ローマ字を排除した。 

しかし、戦後（1945 年）になって連合国司令部によってヘボン式（修正ヘボン式）が復

権を果たし、現在に至っている。 

ローマ字（特にヘボン式）はいろいろな亜種が存在し、非常にややこしい。 

現在使用されている方式の簡単な比較表を掲示する。 

 

表８ ヘボン式、訓令式ローマ字の主な相違点（清音、濁音） 

 

表９ ヘボン式、訓令式ローマ字の主な相違点（長音、撥音、促音） 

 

注１）長音：元々は、母音の上に山型「ô」やマクロン「ā」をつけて表わしたが、パソコ

ンでの入力が困難などのため、使われなくなってきた。パスポートではマクロンの使用は

認められていない。 

 

注２）撥音：n の次に母音がくると「な」行と区別がつかなくなる。そのため表記法が工

夫されているが、その表記法に違いがある。 

 

注３）撥音：ヘボン式では「ん」の次に「ま/ば/ぱ行」の文字が来た場合、「m」を用い

る。ただし、道路標識は訓令式と同様に「ｎ」を用いる。 

1886年に制定された方式（和英語林集成第3版）

パスポートで認められている表記表（外務省式）

駅名表記

道路標識表記

si ti tu hu zi zi zu

清音 濁音

ヘボン式

し ち つ ふ

訓令式（1954年制定）

shi chi tsu fu ji ji zu

じ ぢ づ方式

促音

1886年に制定された方式（和英語林集成第3版） 不明

パスポートで認められている表記表（外務省式） o o,oo,oh na

駅名表記

道路標識表記

n'a tt訓令式（1954年制定）

長音 撥音

ō

mm/mb/mp

ō
n-a

o
nm/nb/np

ô

ヘボン式 tch

っ＋ch方式 おう おお ん+母音 ん+ｂ、ｍ、ｐ
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注４）促音：どの方式においても基本的には次に来る子音を重ねるが、ヘボン式では促音

の次に「ch」がくる場合のみ「tch」と表記する。 

 

 

これまで、学校教育では「訓令式」が採用されてきたが、一般に定着しているとは言

えず、「ヘボン式」の方が広く使われている。 

昨年（2024 年）になって、文化庁 文化審議会 国語分科会 ローマ字小委員会に於

いて検討がなされ、今年（2025 年６月 20 日）に出された答申案では、「ヘボン式」に基

づく表記を採用するとしており、今年秋ごろまでに答申をまとめ、今年度中に内閣告示と

して示される見通しであると示されている。 

しかしながら、このヘボン式といわれるローマ字は、パスポートで用いられているも

の、駅名で用いられているもの、道路標識で用いられているものなど、様々な亜種が存在

し、長音の表現方法、撥音の表現方法などにそれぞれ独自の表記方法が用いられている。 

（表 8，表 9）どういう形で内閣告示が示されるか注目したい。 
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【付録２】国際音声記号 

ローマ字以外にも、日本語の発音を表記する方法としては「国際音声記号」

IPA(International Phonetic Alphabet)がる。これは、あらゆる言語の音声を同一の表記で

あらわしたものである。 

詳細は以下のページを参照されたい。国際音声記号 – ウキペディア 

 この国際音声記号による５０音表を参考までに記載する。 

表 10-1 清音 

  

あ い う え お 

[a] [i] [ɯ] [e] [o]  

か き く け こ 

[ka]  [kʲi] [kɯ] [ke] [ko] 

さ し す せ そ 

[sa]  [ɕi] [sɯ] [se]  [so]  

た ち つ て と 

[ta] [tʃi] [tsɯ]  [te] [to] 

な に ぬ ね の 

[na]  [ɲi]  [nɯ]  [ne]  [no]  

は ひ ふ へ ほ 

[ha] [çʲi]  [ɸɯ] [he]  [ho]  

ま み む め も 

[ma] [mʲi] [mɯ]  [me] [mo] 

や   ゆ   よ 

[ja]    [jɯ]   [jo] 

ら り る れ ろ 

[ɾa] [ɾʲi]  [ɾɯ] [ɾe] [ɾo]  

わ       を 

[βa̞]        [o] 

ん         

/N/          

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E9%9A%9B%E9%9F%B3%E5%A3%B0%E8%A8%98%E5%8F%B7
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 表 10-2 濁音 

が ぎ ぐ げ ご 

[ɡa] [ɡʲi] [ɡɯ] [ɡe]  [ɡo]  

ざ じ ず ぜ ぞ 

[dza]  [ʑi]  [dzɯ] [dze]  [dzo]  

だ ぢ づ で ど 

[da]  [ʑi]  [dzɯ] [de] [do] 

          

          

ば び ぶ べ ぼ 

[ba] [bʲi]  [bɯ] [be]  [bo]  

 

  

半濁音 

  

ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ 

[pa]  [pʲi] [pɯ]  [pe] [po] 
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【付録３】日本語の撥音「ん」の発音 

日本語の撥音「ん」の発音は６種類あるらしい。また、日本語教員の国家資格を得るた

めには、こういったことも理解している必要があるようである。しかし、日本語ボランテ

ィアである私としては、今回、撥音に関して色々調べる中で初めて知ったのが事実である

し、我々日本人であっても（あるいは母語であるが故）この違いを理解しているわけでは

ない。 

ボランティアとしては、ここまで理解する必要もなく、また、これを日本語が母語では

ない日本語学習者に求める必要もなく、これを網羅した 50 音表の作成は不可能であると

言えるが、あくまで参考として提示しておく。 

尚、表中の発音名称および記号は、国際音声記号によるものである。 

 

 

 

表11「ん」の発音

発音の名称 その発音になる場合 発音の説明 例

1

歯茎鼻音「ｎ」

しけいびおん

「ン」の後の音が

歯茎音

[t][d][ts][dz][n][ɾ]の場合

 舌端と歯茎で閉鎖を作り、口蓋帆を下げて

呼気を鼻へも通すことによって生じる音。
みんな [minna]

進路 [ɕinɾo]

2

両唇音鼻音 [m]

りょうしんびお

ん

「ン」の後の音が

唇を使う両唇音

[p][b][m]の場合

下唇と上唇で閉鎖を作り、口蓋帆を下げて

呼気を鼻へも通すことによって生じる音。

散歩 [sampo]

とんぼ [tombo] 

天ぷら

3

歯茎硬口蓋音 [ɲ]

しけいこうこうが

いびおん

「ン」の後の音が

歯茎硬口蓋音

[tɕ][dʑ][ɲ]の場合

前舌と硬口蓋で閉鎖を作り、口蓋帆を下げ

て呼気を鼻へも通すことによって生じる

音。

漢字 [kaɲdʑi]

ニンニク[ɲiɲɲikɯ]

パンチ[paɲtɕi]

4

軟口蓋音 [ŋ]

なんこうがいびお

ん

「ン」の後の音が

軟口蓋音

[k][g][ŋ]の場合

舌の奥を上あごにつけ、口からは息を出さ

ずに鼻を通して発音する音。
運気[ɯŋkʲi]

仁義[dʑiŋɡʲi]

5

口蓋垂鼻音[ɴ]

こうがいすいびお

ん

語末の「ン」 後舌と軟口蓋の後端で閉鎖を作り、口蓋帆

を下げて呼気を鼻へも通すことによって生

じる音。

パン[paɴ]

我慢[ɡamaɴ]

6

鼻母音[Ṽ]

びぼいん

「ン」の後ろの音が

母音 [a][i][ɯ][e][o]、

半母音[j][w]、

摩擦音[ɸ][s][ç][h][ɕ]の

場合

呼気が鼻腔を通って発せられる母音で、鼻

腔の共鳴を伴う。

単音[taṼoɴ]

パン屋[paṼja]

タンス[taṼsɯ]


